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一
首
目
、﹁
迷
い
鳩
﹂
は
造
語
か
。﹁
ピ
コ
ピ
コ
﹂
と
可
愛
い

名
前
ま
で
付
け
て
飼
っ
て
い
る
職
場
の
和
や
か
さ
。﹁
無
口
な
夫
﹂

が
鳩
の
名
で
語
る
様
子
も
可
愛
く
映
り
微
笑
ま
し
い
。
二
首
目
、
年
に
一

度
天
の
川
で
会
う
牽
牛
と
織
女
に
喩
え
た
仄
か
な
相
聞
歌
。
賀
状
を
交
わ

す
の
み
の
交
流
も
美
し
く
、
牽
牛
を
喪
っ
た
寂
し
さ
は
年
配
者
で
あ
れ
ば

尚
更
だ
ろ
う
。
三
首
目
、
中
山
法
華
経
寺
の
百
日
荒
行
は
有
名
ら
し
い
。

読
経
が
洩
れ
て
く
る
道
は
敬
虔
な
思
い
に
さ
せ
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。﹁
仏

道
﹂
に
は
作
者
の
ひ
た
す
ら
な
願
い
が
滲
む
。

４
月
15
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
和
田
ま
さ
子
さ
ん
は
、
山
本
医
院
の
和
田
雅ま

さ

子こ

先
生
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

送
り
出
す
生
徒
に
夢
を
チ
ャ
ー
ジ
す
る

肩
の
荷
を
降
ろ
し
本
音
で
友
と
酔
い

入
学
へ
家
族
で
祝
う
食
事
会

春
風
に
土
の
香
寄
せ
る
森
掃
除

若
夫
婦
老
い
ゆ
く
親
の
添
え
木
役

白
旗
を
持
た
ぬ
夫
と
半
世
紀

御
伴
侶
が
公
私
混
同
範
を
た
れ

目
次
見
て
全
文
読
ん
だ
事
に
す
る

古
傷
を
笑
い
話
に
し
て
夫
婦

自
信
作
へ
し
折
ら
れ
て
の
虚
脱
感
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田
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米
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村
上
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ゆ
り
の
き
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勝
田
台

齊
藤
キ
ミ
子

西
澤
は
る
か

手
塚　
俊
子

坂
内　
な
お

渡
邉
け
い
子

中
川
記
代
子

田
中　
　
隆

辻
内　
京
子

石
田　
ら
く

笹
野　
三
郎

﹁
ピ
コ
ピ
コ
﹂
と
無
口
な
夫
が
話
題
に
す
職
場
で
飼
え
る
迷
い
鳩
の

名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
八
千
代
台
東
︶
藤
井　
京
子

七
夕
の
如
く
交
せ
し
年
賀
状
今
年
は
絶
え
た
り
牽
牛
逝
き
て

︵
八
千
代
台
西
︶
吉
田　
早
苗

白
梅
の
仏ほ

と
け
み
ち道ゆ
く
塔
頭
に
百
日
成
就
の
読
経
が
響
く

︵
八
千
代
台
東
︶
森
野　
豊
作

田
子
の
浦
こ
ぎ
い
で
て
み
れ
ば
稀
勢
の
里
里
は
お
祭
り
雲
竜
の
ぼ
る

︵
八
千
代
台
北
︶
若
菜　
欽
子

検
査
待
つ
不
安
と
覚
悟
の
夫
を
つ
な
ぐ
点
滴
の
液
は
つ
か
虹
色

︵
村　
　
　
上
︶
新
井　
豊
子

手
術
室
扉
の
大
き
く
開
か
れ
て
車
椅
子
の
息
子
は
﹁
じ
ゃ
ね
﹂
と
入

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
八
千
代
台
北
︶
村
田　
一
江

幾
年
の
束
ね
し
賀
状
書
棚
に
は
う
ず
も
れ
お
り
て
新
年
惑
う

︵
勝　
田　
台
︶
鈴
木　
悦
秀

何
と
な
し
小
石
投
げ
た
き
春
の
川
ふ
る
さ
と
遠
し
啄
木
の
歌

︵
大
和
田
新
田
︶
小
針　
　
光

選
評

佐
波
　
洋
子
選

源右衛門祭が
開催されました

中学生を対象とする救命講習の
受講延べ人数が１万人を超えました

おめでとうございます（敬称略）

ありがとうございました

　４月８日・９日、源右衛門祭が総合
運動公園多目的広場で開催されま
した。
　雨の影響で、ステージイベントの
多くは残念ながら中止となりました
が、出店やイベントブースは予定どお
り開店。中でも、１月に開催された
「ニッポン全国鍋グランプリ2017」
で２度目の優勝を果たし、見事殿堂
入りした、「もちぶた炙

あぶ
りチャー

シューバージョンとん汁」には、来場
者がグランプリの味を求め、列を
作っていました。

　消防署では、2012年度から、いざとい
う時に「火を消せる」「人の命が救える」人
間を育成する防災教育プランを行ってい
ます。その中の救命講習では、毎年約
2,000人の中学生が受講しています。４月
11日におこなわれた八千代台西中学校
３年生を対象とする救命講習で、受講延
べ人数が１万人を超えました。2021年
度には、受講者が市内の人口の約1割、
2万人に到達する見込みです。消防署では
これからも普及活動を継続していきます。

■春の叙勲
【瑞宝中綬章】	 ▼図書館事務功労　春山明哲(八千代台東)
【瑞宝小綬章】	 ▼文部行政事務功労　相場宏(上高野)　
	 ▼法務行政事務功労　岡野隆(大和田新田)
	 ▼防衛功労　清水明德(大和田新田)

【瑞宝双光章】	 ▼更生保護功労　牧岡延代（勝田台南)
【瑞宝単光章】	 ▼地方自治功労　菊地伸一（村上南）
■危険業務従事者叙勲

【瑞宝双光章】	 ▼警察功労　池上辰男(勝田台南)
	 ▼警察功労　佐々木健祐(村上)

【瑞宝単光章】	 ▼警察功労　石井健治(大和田新田)
	 ▼警察功労　鈴木三郎(八千代台西)
	 ▼警察功労　鈴木敏行(大和田新田)
	 ▼消防功労　望月司朗(大和田新田)

▼黄色いワッペン　㈱みずほ銀行、㈱損害保険ジャパン日本興亜、明治安田
生命保険相互会社、㈱第一生命保険　※ワッペンには30年３月まで有効の
交通事故傷害保険が付いています。新入学児童分1,741枚を寄贈いただき
ました。これは、新入学児童の交通安全を願って昭和40年にスタートし、今年
で53年目を迎える事業です。

▼交通安全啓発下敷き　（公財）千葉県交通安全協会連合会　

▼ランドセルカバー　八千代交通安全協会

▼防犯笛　㈱日本マクドナルド

▼サイクルリフレクター　コスモス交通安全協力会、㈱千葉興業銀行
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◆この欄のお問い合わせは、消費生活セン
ターへ。受け付けは、土曜・日曜日、祝日を除く
午前８時30分～午後５時（午後４時～５時は
483-1151へ）。
●市内在住の人が対象です。企業・営利団体
の利用はできません。

【あげます】 ▼工事用バリケード（緑色、２枚）
／幅100㎝×高さ110㎝×厚さ45mm　

▼裁縫用裁ち板　 ▼健康器具（ロデオボーイ）
【ゆずります・有料】 ▼民謡用三味線一式
【ゆずって・有料】 ▼女児用洋服（サイズ100
㎝）
◆市役所１階ロビーのリサイクル品情報コー
ナーもご利用ください。市H

ホームページ
Pでも紹介してい

ます。また、同センターでは、食品の放射性物
質検査（予約制）も行っています。

▲冷たい雨の中でしたが、
温かいとん汁でポカポカに

▲八千代台西中学校での救命講習

２か月前の同日から石井食品㈱Ｈ
ホームページ
Ｐで予約できます。予約には申し込みコード番号が必要です。申し込みはインターネットのみです。

▼見学日　７月22日㈯（申し込みは５月22日㈪から）　 ▼申し込みコード番号　045273　 ▼問い合わせ　同社工場見学担当者 774-6769
石井食品工場見学
八千代市オリジナルツアー

●クラシックギターとカステジャーノをたのしむ会　クラシック
ギターとスペイン語の朗読によるコンサート「プラテロと私」、
｢黄金のポリフェーモ｣など。５月28日㈰13時30分開演、勝田
台文化センター。同会・町井 483-7404
●八千代市美術アカデミー絵画展　５月30日㈫～６月４日㈰
９時30分～17時（初日は12時から、最終日は16時まで）、オー
エンス八千代市民ギャラリー。同事務局・酒井 482-5307
●木版画展　５月31日㈬～６月５日㈪10時～18時（初日は12
時から、最終日は17時まで）、勝田台ステーションギャラリー。
高津木版画サークル光彩・吉田 484-7003
●映画「日本と再生～光と風のギガワット作戦」上映会　自
然エネルギーに関する国内外の取り組みを通じて、私たち
のエネルギーの未来を問うドキュメンタリー映画です。６月３
日㈯10時から、13時30分から、勝田台文化センター。大人
800円。高校生以下300円。映画「日本と再生」を八千代で
みる会・浦 090-8587-0814

●浴衣の着付け　浴衣の着付け講習。先着10
人。浴衣、半幅帯、腰紐２本、タオル持参。６月～８
月の第２・４金曜日９時30分～12時、八千代台公
民館。各回500円。申し込みは、装いの会・田中

482-1326へ
●ダンスパーティー　ミキシング、トライアル、抽選会。軽飲
食付。６月10日㈯13時15分～16時15分、八千代台文化セン
ター。1000円。さつきダンス・藤井 090-3236-3611
●身体障害者の日帰りバスツアー　東京スカイツリー見
学。付き添いボランティアも同時募集。６月16日㈮。乗車場所
は、８時45分／八千代台公民館、９時／福祉センター、９時
15分／勝田台駅北口。3000円。申し込みは、市身体障害者
福祉会 485-1245 485-1329へ
●八千代市子ども会50周年記念｢房総子どもかるた大会｣　
千葉の名所、旧跡を詠むかるた大会。３人1組のチーム戦。６
月18日㈰13時～16時、八千代台小学校。1チーム600円。申
し込みは、小学生３人組で６月２日㈮までに同会・島崎
486-3708へ


